
議会も応援します 

３月１日 

３月２日 

３月３日 

３月４日 

３月５日 

３月６日 

３月７日 

３月８日 

３月９日 

３月10日

３月11日 

開会、提出議案上程・説明、委員会付託 

議案調査 

常任委員会※1 

特別委員会※2 

 

 

議案調査 

一般質問 

議案調査 

議案審議 

議案審議、委員長報告、閉会 

 

日　程 月　日 曜 区　　　分 会　　　議　　　内　　　容 

3月定例会会期日程（案） 

※１ 農林水産常任委員会　10時00分～　建設常任委員会　13時30分～　総務教育常任委員会　15時30分～ 
※２ 新むつ小川原開発対策特別委員会　10時00分～　原子燃料サイクル施設対策特別委員会　13時30分～　 
　議会の日程は、変更されることがあります。 

第１日目 

第２日目 

第３日目 

第４日目 

第５日目 

第６日目 

第７日目 

第８日目 

第９日目 

第10日目 

第11日目 

本会議（午前10時） 

休会 

休会 

休会 

休日休会 

休日休会 

休会 

本会議（午前10時） 

休会 

本会議（午前10時） 

本会議（午前10時） 

火 

水

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

議会を監視するのは『あなた』です。 
12月定例会の傍聴人は28人でした。 
あなたも議会の傍聴をしませんか。 
傍聴は村政を知る良い機会です。 
定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。 
臨時会は必要に応じて開催されます。 
詳しくは議会事務局 72－2111（内線411または412）へ 
問い合わせてください。 
 

編 集 後 記 
　平成19年10月に待望の議会広報の発刊を実現し、これまで村
議会広報委員として、村民の皆さまに議会活動に理解を深め関心
をもっていただくことを念頭に、村議会の活動状況を幅広くお知
らせしてまいりました。 
　本誌の発行にあたり、ご意見などをお寄せいただきました方々
に深く感謝を申し上げますとともに、引き続き、村民の皆様のご
指導を賜りながら本誌の充実に努めてまいりたいと考えており
ますので、ご支援・ご指導を賜りますようお願いします。 
　　広報委員長　　橋本　　勲 
　　同副委員長　　岡山　勝廣 
　　同　委　員　　 橋　文雄　　古泊　　宏　　鳥山　義隆 
 

青森県少年サッカー大会優勝メンバー 

　泊サッカースポーツ少年団と尾駮サッカー

スポーツ少年団は、平成18年４月に、団員不足

の解消と競技力向上を目指し、『六ヶ所ＦＣ』を

設立。本年度で５周年を迎えました。 

　設立１年目で、地区予選を勝ち抜き県大会出

場を果たすと、これを機に、全ての大会に六ヶ

所ＦＣとして出場するようになりました。 

　合同チームとしては、常に県大会出場を果た

してきました。しかし、練習場の確保・合同練習

のための移動手段など問題が山積みだったため、 

会員・保護者・指導者が一体となり「村内のサッカー好きな少年・少女のために」を合言葉に１つ１つ問題を解決。

現在は、たくさんの方々の協力を得て、大石運動公園で週２回の合同練習を行っています。 

　本年度は、青森県少年サッカー大会で優勝。また、同ＯＢの活躍もめざましく泊中学校・第一中学校の合同チー

ムが中体連新人戦で県大会出場、六ヶ所ＦＣ１期生の石久保徹君は、青森県高等学校サッカー新人大会準優勝チ

ームの野辺地西高等学校の一員として活躍するなど輝かしい成績を収めています。 

　同FCは、今後、既存の競技力を堅持しつつ、チームを取り巻く環境の充実を図りながら、村内全域のサッカーに

興味がある児童を集め、サッカー競技者の拡大を目指していきます。また、サッカーを通じて、礼儀正しく思いや

りのある選手の育成にも努めていきます。 

入会に関するお問い合わせ先　代表　中村　憲光　☎ 090－1490－9804 
このコーナーでは、村内のスポーツ、芸術などさまざまな活動をご紹介していきます。掲載を希望される方は、議

会事務局まで連絡ください。 
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橋
本　

勲 

議
員
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ROKKASHO VILLAGE 第15号

猛
暑
の
影
響
と
、

第
一
次
産
業
へ
の

支
援
策
は

　

夏
の
猛
暑
に
よ
る
農
業
や

漁
業
へ
の
被
害
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
被
害
対
策
へ
の
要
望

書
な
ど
は
提
出
さ
れ
て
い
な

い
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
支

援
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

古
川
健
治
村
長

◎
今
後
の
状
況
を
把
握
し

判
断
し
た
い

　

水
稲
は
、
1
等
米
比
率
が

前
年
産
よ
り
も
約
30
％
低
下

し
た
も
の
の
、
南
部
下
北
地

域
の
作
況
指
数
は
105
の
「
や

や
良
」
と
な
り
、
収
量
で
補

て
ん
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

野
菜
は
、
夏
だ
い
こ
ん
が

病
害
虫
の
食
害
等
に
よ
り
、

収
量
の
約
50
％
減
と
な
っ
た

も
の
の
、
秋
だ
い
こ
ん
、
ご

ぼ
う
は
高
値
で
推
移
し
、
長

芋
は
高
温
被
害
も
少
な
く
平

年
作
の
見
込
み
で
あ
る
の

で
、被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
推
移
を
見
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

漁
業
は
、
イ
カ
漁
が
春

か
ら
の
不
漁
に
よ
り
、
10
月

末
現
在
、
平
年
と
比
較
し
漁

獲
量
で
約
50
％
、
漁
獲
金
額

で
約
60
％
で
あ
る
。
定
置
網

漁
で
は
、
サ
ケ
漁
獲
量
は
激

減
し
て
い
る
も
の
の
、
他
魚

種
の
漁
獲
金
額
に
支
え
ら
れ
、

平
年
と
比
較
す
る
と
漁
獲
量

で
約
40
％
、
漁
獲
金
額
で
約

75
％
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
村
内
の

3
漁
業
協
同
組
合
協
議
会
か

ら
「
高
水
温
に
よ
る
漁
業
不

振
に
対
す
る
支
援
」
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
村
と

し
て
は
、
今
後
の
推
移
を
見

守
っ
た
上
、
対
策
の
判
断
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

橋
本
議
員

平
沼
・
倉
内
小
学
校

統
合
校
舎
の
環
境

整
備
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

 　

計
画
中
の
平
沼
・
倉
内
小

学
校
の
統
合
に
よ
る
新
校
舎

の
緑
地
計
画
、
歩
道
整
備
、

児
童
の
防
犯
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

古
川
村
長

◎
関
係
者
一
体
と
な
っ
て

可
能
な
限
り
整
備
に
向
け

進
め
て
い
き
た
い

　

平
沼
小
と
倉
内
小
の
統
合

小
学
校
で
あ
る(

仮
称)

七

鞍
平
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
4
月
開
校
を
目
途

に
、
現
在
進
め
て
い
る
。

　

新
し
い
小
学
校
用
地
は
、

第
二
中
学
校
に
近
接
し
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
教
育
環

境
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
、

南
地
区
の
小
・
中
学
校
の
連

携
が
、
よ
り
一
層
進
む
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

　

緑
地
計
画
は
、
敷
地
内
に

3
％
の
緑
地
を
確
保
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

た
め
、
必
要
な
植
栽
、
張
り

芝
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

歩
道
整
備
は
、
開
校
後
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
に

な
る
こ
と
、
用
地
の
取
得
が

困
難
な
こ
と
か
ら
現
段
階
で

は
計
画
は
し
て
い
な
い
が
、

敷
地
に
隣
接
す
る
村
道
倉

内
・
端
線
の
一
部
を
拡
幅
整

備
し
、歩
道
も
設
置
し
た
い
。

　

防
犯
対
策
は
、
校
舎
の
出

入
口
の
制
限
、
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
、
玄
関
へ
の
監
視
カ
メ

ラ
設
置
な
ど
不
審
者
の
侵
入

防
止
対
策
な
ど
を
講
じ
、
さ

ら
に
は
、
周
辺
道
路
へ
の
防

犯
灯
の
整
備
を
進
め
る
。
ま

た
、
村
内
全
域
へ
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
に
伴
い
、

登
下
校
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
も
検
討
し
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど

も
た
ち
が
快
適
な
環
境
の
下

で
勉
強
や
課
外
活
動
に
意
欲

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
可

能
な
限
り
施
設
整
備
や
安
全

環
境
を
整
え
、
学
校
、
地
域
、

保
護
者
の
協
力
に
よ
り
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
。

橋
本
議
員

高
齢
者
の
医
療
費

負
担
を
無
料
に
で

き
な
い
か

　

自
治
体
の
共
通
課
題
で
あ

る
高
齢
者
医
療
費
負
担
の
無

料
化
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い

か古
川
村
長

◎
無
料
化
に
伴
い
予
想
さ

れ
る
諸
問
題
を
調
査
分
析

し
、
慎
重
に
検
討
し
た
い

　

村
内
の
高
齢
者
が
、
21
年

度
中
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

⑵

平成 22 年 12 月定例会
　12月の六ヶ所村議会定例会は 12月 2日から 10日までの 9日間開かれ、古川健治村長から、一般

会計や特別会計補正予算や条例の改正など 8議案が提出されました。すべての議案は全会一致で原案

どおり決まりました。

　また、6日の一般質問には、3人の議員が登壇し活発な議論を展開しました。

村
の
こ
こ
を
ど
う
す
る
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
人
の
議
員
が
村
長
の
姿
勢
を
た
だ
す



海外返還廃棄物を全協で検討
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額
は
1
億
2
千
万
円
で
、
無

料
化
に
要
す
る
費
用
を
積
算

す
る
と
、
高
額
療
養
費
と
し

て
、
本
人
給
付
総
額
を
差
し

引
い
た
約
９
５
０
０
万
円
が

必
要
と
な
る
。

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
で
、

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
の
国
お
よ
び
県
の

新
制
度
に
お
け
る
施
策
を
見

極
め
た
上
で
、
無
料
化
に
伴

い
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
を
調

査
分
析
し
、
慎
重
に
対
策
を

検
討
し
て
参
り
た
い
。

橋
本
議
員

　

高
齢
者
に
対
す
る
基
本
姿

勢
と
し
て
、
本
村
の
高
齢
者

医
療
費
負
担
な
ど
に
つ
い
て

努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

橋
本
議
員

海
外
返
還
廃
棄
物

受
け
入
れ
に
伴
う

地
域
振
興
策
は

　

海
外
返
還
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
伴
う
振
興
対
策
に
つ

い
て
、
主
体
的
な
事
業
と
し

て
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
振
興
策
を
講
じ
る

上
で
、
村
民
の
意
見
を
聞
い

て
い
る
の
か
。

古
川
村
長

◎
こ
れ
ま
で
の
意
見
な
ど

を
取
り
ま
と
め
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
振
興
策
を
講

じ
た
い

　

第
3
次
六
ヶ
所
村
総
合
振

興
計
画
の
具
体
化
を
基
本
と

し
、
村
民
の
幸
福
と
村
の
発

展
を
念
頭
に
、第
一
次
産
業
、

保
健
・
医
療
、
福
祉
、
教
育

等
の
分
野
に
つ
い
て
検
討
作

業
中
で
あ
る
。

　

特
に
、
農
道
整
備
を
含
め

た
第
一
次
産
業
の
基
盤
整
備

と
産
業
振
興
対
策
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
機
能
を
備
え

た(

仮
称)

総
合
医
療
福
祉

施
設
の
整
備
、
定
住
促
進
対

策
、
教
育
環
境
整
備
、
生
活

道
路
等
の
環
境
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
を
重
点
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
行
政

連
絡
員
協
議
会
や
議
員
各
位

か
ら
の
提
言
、
村
長
室
出
前

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
で
直
接
伺

っ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
取

り
ま
と
め
る
予
定
で
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
地
域
振
興
策

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

橋
本
議
員

村
の
将
来
の
財
政

運
営
は
大
丈
夫
か

　　

近
年
、
予
算
の
増
大
が
続

い
て
い
る
が
、
村
の
財
政
運

用
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の

か
。
特
に
、
公
共
施
設
の
委

託
管
理
費
の
増
加
が
突
出
し

て
き
て
い
る
が
、
そ
の
抑
制

対
策
を
講
じ
る
必
要
は
な
い

の
か
。

古
川
村
長

◎
経
費
節
減
に
努
め
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
る

　

本
村
の
財
政
運
営
計
画

は
、
21
年
11
月
に
、
22
年
度

か
ら
の
5
カ
年
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。
計
画
で
は
「
公

債
費
比
率
」
は
5
％
以
下
を

維
持
し
、「
経
常
収
支
比
率
」

は
22
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で

は
85
％
台
で
推
移
す
る
。
26

年
度
以
降
は
大
規
模
償
却
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
税

収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
健

全
な
指
標
で
あ
る
65
％
台
で

推
移
す
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、「
財
政
力
指
数
」

は
1
以
上
を
持
続
で
き
る
こ

と
か
ら
財
政
運
営
計
画
ど
お

り
に
運
用
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
が
、
急
激
な
社
会

変
動
な
ら
び
に
災
害
等
に
備

え
、
財
政
調
整
基
金
等
の
積

立
を
考
慮
し
な
が
ら
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　

施
設
委
託
管
理
費
に
つ
い

て
は
、
18
年
度
中
途
か
ら

の
「
指
定
管
理
業
務
」
に
か

か
る
委
託
料
や
、
事
務
事
業

に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
開
発
委

託
料
な
ど
が
増
加
し
て
い
る

が
、
村
行
政
改
革
推
進
本
部

会
議
で
は
、
指
定
管
理
21
施

設
の
経
費
に
つ
い
て
、
直
営

管
理
し
た
場
合
に
比
べ
て
、

経
費
が
縮
減
さ
れ
て
い
る
と

の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
経
費
節
減
の

た
め
行
政
改
革
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
。

橋
本
議
員

　

国
内
・
県
内
の
就
職
内
定

率
が
過
去
最
悪
の
結
果
と
な

っ
て
い
る
中
で
、
基
金
を
取

り
崩
し
て
い
る
状
況
で
、
村

の
将
来
は
本
当
に
大
丈
夫

か
、
再
度
伺
い
た
い
。

古
川
村
長

　

22
年
度
か
ら
の
5
カ
年
計

画
で
は
、
お
お
む
ね
計
画
ど

お
り
に
運
用
で
き
る
こ
と
は

確
信
し
て
言
え
る
。
今
後
、

基
金
を
取
り
崩
し
す
る
こ
と

な
く
、積
み
立
て
る
方
向
で
、

財
政
運
用
を
し
て
ま
い
り
た

い
。

⑶



岡
山
勝
廣 

議
員

昨年 12月に開催された『マッチングフェア』

一 般 質 問

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE 第15号

ゴ
ボ
ウ
用
の
保
冷

庫
の
建
設
計
画
は

な
い
か

　　

村
の
野
菜
の
基
幹
品
目
で

あ
る
長
芋
と
ゴ
ボ
ウ
は
収
穫

作
業
時
期
が
重
な
っ
て
い

る
。
保
冷
庫
が
あ
れ
ば
作
業

の
平
準
化
と
市
場
の
動
向
を

見
な
が
ら
の
出
荷
が
で
き
、

販
売
価
格
の
安
定
に
つ
な
が

る
が
、
村
に
は
長
芋
用
の
保

冷
庫
は
平
沼
と
唐
貝
地
に
あ

る
が
、
ゴ
ボ
ウ
用
の
保
冷
庫

が
な
く
、
市
場
価
格
を
考
慮

し
た
出
荷
調
整
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

現
在
、
村
で
計
画
し
て
い

る
長
芋
用
保
冷
庫
に
ゴ
ボ
ウ

用
の
保
冷
庫
も
併
設
す
る
計

画
が
で
き
な
い
か
。

古
川
村
長

◎
解
決
す
べ
き
課
題
を
克

服
し
検
討
し
た
い

　　

村
が
計
画
し
て
い
る
長
芋

の
洗
浄
選
別
・
貯
蔵
施
設

は
、
事
業
費
の
増
大
や
立
地

条
件
の
制
約
、
補
助
事
業
採

択
要
件
と
し
て
適
切
か
ど
う

か
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題

も
あ
る
。
今
後
農
業
協
同
組

合
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た

上
で
、
多
面
的
利
用
機
能
を

備
え
た
施
設
に
な
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

岡
山
議
員

　

現
在
の
計
画
に
ゴ
ボ
ウ
の

保
冷
庫
を
併
設
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ゴ
ボ
ウ
の
安
定
出

荷
、
農
業
者
の
安
定
収
入
に

つ
な
が
り
、
設
備
の
コ
ス
ト

面
か
ら
も
有
利
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

佐
藤
里
志
産
業
建
設
部
門
理
事

　

同
施
設
の
計
画
は
、
来
年

度
基
本
設
計
を
予
定
し
て
い

る
の
で
、
今
後
調
整
を
し
て

い
き
た
い
。

岡
山
議
員

地
元
企
業
と
就
労

者
へ
の
支
援
を
ど

う
考
え
る
か

　　

六
ヶ
所
村
の
商
工
業
は
、

日
本
原
燃
株
式
会
社
を
中
心

と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
再
処
理
工
場
の
保

守
点
検
業
務
は
六
ヶ
所
村
に

と
っ
て
産
業
の
柱
と
な
っ
て

行
く
の
で
は
な
い
か
。

　

村
で
も
、
六
ヶ
所
村
原
子

力
産
業
協
議
会
や
原
子
力
事

業
協
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
村
と
し
て
保
守

点
検
業
務
の
地
元
企
業
の
受

注
状
況
や
就
労
者
の
状
況
等

を
調
査
・
把
握
し
、
村
の
基

幹
産
業
と
し
て
育
て
る
た
め

に
も
支
援
し
て
い
く
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

古
川
村
長

◎
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し

産
業
育
成
に
つ
な
げ
た
い　

　

村
と
し
て
は
、
16
年
度
に

地
元
企
業
の
勤
労
者
の
技
術

向
上
と
地
域
の
産
業
基
盤
を

高
め
、
地
域
産
業
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、｢

六
ヶ
所
村
産
業
協
議

会｣

を
設
立
し
て
お
り
、
現

在
68
社
が
会
員
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
六
ヶ
所
村
産
業
協
議

会
は
、
過
去
5
カ
年
で
、
技

術
向
上
の
た
め
17
講
座
に
延

べ
１
０
１
５
人
、
原
子
力
に

対
す
る
知
識
向
上
の
た
め
の

講
演
会
に
５
０
０
人
以
上
の

地
元
企
業
の
勤
労
者
が
参
加

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
23
年
度
以
降
は

資
格
取
得
な
ど
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
も
、
人
材
育
成
基

金
を
活
用
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
、
産
業
育
成
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

岡
山
議
員

　

地
元
企
業
が
も
っ
と
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
、
元
請
け
に

な
れ
る
よ
う
な
支
援
、
施
策

を
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
事
業
の
結
果

の
追
跡
調
査
が
必
要
だ
と
思

う
が
い
か
が
か
。

戸
田
衛
副
村
長

　

日
本
原
燃
㈱
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
務
へ
参
画
す
る
た
め

に
は
、
技
術
的
な
面
、
資
格

的
な
面
な
ど
高
度
な
技
術
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

元
企
業
も
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。行
政
と
し
て
も
、

で
き
得
る
限
り
の
支
援
は
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
度
、
原
子
力
関
連
企
業
な

ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
が

ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
充
実
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

岡
山
議
員

　

企
業
努
力
も
必
要
で
あ
る

が
、
努
力
を
最
大
限
生
か
す

た
め
に
は
行
政
の
サ
ポ
ー
ト

も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
う
え
で
、
追
跡

調
査
も
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷



老部川周辺を自治会で整備

髙
橋
文
雄 

議
員

老部川周辺の草刈りの様子

一 般 質 問

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE第15号

村
民
憲
章
に
掲
げ

る
老
部
川
の
整
備

計
画
を
示
せ

　　

老
部
川
の
河
川
整
備
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
風
水
害
対
策
や

サ
ケ
の
遡
上
な
ど
の
観
点
か

ら
も
、
河
川
整
備
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

古
川
村
長

◎
解
決
す
べ
き
課
題
を
克

服
し
検
討
し
た
い

　

村
は
、
平
成
15
年
度
、「
多
様

な
生
物
で
構
成
さ
れ
る
河
川
環

境
の
保
全
と
創
出
を
図
り
、
自

然
と
ふ
れ
あ
い
、
水
辺
に
近
づ

く
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
整
備

し
て
親
し
み
や
す
い
河
川
と
し
、

か
つ
、
元
々
あ
る
自
然
を
そ
の

ま
ま
に
利
用
し
て
自
然
と
共
存

す
る
心
を
感
じ
る
河
川
公
園
の

整
備
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
護
岸
工

事
・
魚
道
整
備
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
概
略
的
な
計
画
を
策
定
。

し
か
し
、
緊
急
性
や
財
源
確
保

な
ど
の
面
か
ら
庁
内
で
検
討
し

た
が
、
総
合
的
な
計
画
に
は
至

ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
村
は
、
豪
雨
な

ど
の
災
害
対
策
の
観
点
か
ら

治
水
機
能
の
維
持
は
重
要

と
考
え
、
本
年
度
、
国
道

３
３
８
号
老
部
川
橋
の
上
流

1
㎞
付
近
の
約
１
０
０
ｍ
に

つ
い
て
、
河
川
区
域
内
の
雑

木
の
伐
採
を
行
っ
た
。ま
た
、

こ
れ
に
併
せ
、
地
元
町
内
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に

よ
り
、
一
帯
の
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
伐
採
事
業
は
、
今

後
も
計
画
的
に
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
老
部
川
橋
周
辺
の

河
川
内
に
土
砂
が
堆
積
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
16
年
度
か

ら
継
続
し
て
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
を
実
施
し
、
橋
の
上
流
側

１
２
０
ｍ
、
下
流
側
80
ｍ
の

区
間
を
完
了
し
た
。
本
年
度

は
下
流
側
の
約
40
ｍ
を
計
画

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
台
風
等
の
来
襲
時

期
に
な
る
と
河
口
の
閉
塞
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
し
ゅ

ん
せ
つ
に
つ
い
て
も
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

サ
ケ
の
遡
上
な
ど
に
必
要
な

魚
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
部

川
橋
か
ら
上
流
約
５
０
０
ｍ
付

近
の
魚
道
が
破
損
し
て
い
た
た

め
、
本
年
度
改
修
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。今
後
、
富
ノ
沢
農
用

地
付
近
の
旧
橋
梁
部
と
そ
の
上

流
の
砂
防
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
て

い
る
魚
道
に
つ
い
て
も
、
順
次

改
修
を
検
討
し
て
い
る
。

　

整
備
計
画
は
、
現
時
点
に

お
い
て
、
普
通
河
川
の
管
理

な
ど
に
係
る
補
助
制
度
が
な

い
た
め
、
村
と
し
て
は
現
在

行
っ
て
い
る
事
業
を
継
続
し

つ
つ
他
の
補
助
制
度
の
活
用

な
ど
整
備
の
手
法
を
検
討

し
、
補
助
の
見
通
し
が
立
ち

次
第
、
具
体
的
な
整
備
計
画

を
策
定
し
た
い
。

髙
橋
議
員

　

降
雨
な
ど
に
よ
り
、
面
積

に
し
て
１
０
０
町
歩
く
ら
い

あ
る
富
ノ
沢
団
地
の
土
が
老

部
川
に
直
接
流
れ
て
く
る
の

は
当
初
か
ら
問
題
と
な
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
ら
の
状
況
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
再
度
、
伺

い
た
い
。

戸
田
副
村
長

　

改
修
工
事
を
や
っ
て
も
、

再
度
、
土
砂
が
堆
積
す
る
と

い
う
現
象
が
生
じ
る
の
で
、

専
門
家
か
ら
の
意
見
な
ど
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
解
決
で
き
る

道
を
探
っ
て
み
た
い
。

髙
橋
議
員

　

老
部
川
に
サ
ケ
が
遡
上
し

て
も
、
サ
ケ
の
背
び
れ
が
、

水
面
か
ら
出
て
い
る
た
め
、

カ
ラ
ス
が
上
空
か
ら
サ
ケ
を

狙
う
と
い
う
現
象
が
起
き
て

い
る
。

　

川
幅
は
整
備
さ
れ
た
が
、

水
流
確
保
を
念
頭
に
お
い
た

整
備
が
で
き
な
い
も
の
か
。

佐
藤
産
業
・
建
設
部
門
理
事

　

予
算
の
増
額
を
考
慮
し
つ

つ
、
老
部
川
の
河
川
整
備
の

手
法
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま

い
り
た
い
。

髙
橋
議
員

　

村
民
憲
章
に
あ
る
清
い
心

を
育
て
る
老
部
川
と
い
う
こ

と
で
、
き
れ
い
な
老
部
川
に

復
元
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

⑸



同事業で整備された牛舎

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE 第15号 ⑹

市柳沼揚水ポンプ改修に 650 万、
尾駮小学校新校舎への備品購入に3600 万円等を追加
　平成 22年度一般会計補正予算の、歳入歳出それぞれに 1億 9427 万 7000 円を追加して、総額 145
億 4031 万 9000 円としました。補正の主なものは、市柳沼揚水ポンプの改修工事や本年 4月開校の尾
駮小学校の庁用器具の購入など、2特別会計補正予算も含め、すべて全会一致で原案のとおり可決しま
した。

補正予算の主なもの

※ 1　人材育成基金事業助成金とは、電気事業連合会および日本原燃株式会社から寄付された 2億円を基金とし
て積み立て、村の躍進・発展のため産業・医療・福祉・科学・教育等の幅広い分野における人材の育成及び確
保するために活用するもので、村内出身者および村内在住者なら誰でも活用できます。
　　事業の実施は、村の人材育成基金運営委員会で決めるもので、今回の補正は、22年度の事業としてその基金の一
部を取り崩し、村内出身者で大学院に通う学生に対して、大学院に納付する経費に助成するために補正したもの。
※ 2　地域介護・福祉空間整備事業とは、地方自治体が地域の実情に合わせた介護サービス基盤を整備すること
を支援するための国の交付金事業で、今回の補正は、村内のグループホーム入居者を火災から守るために、自
動消火設備を整備するもの。
※ 3　畜産担い手育成総合整備事業とは、畜産主産地として安定
的な発展が見込まれる地域において、飼料基盤の開発整備や農
業用施設整備を行い、公共牧場の整備や高能率な経営体を育成
することにより畜産主産地の再編整備を進めることをが目的の
事業。地方公共団体、農協、法人、3戸以上の営農集団、個人
経営者を対象に、家畜保護施設、飼料調整貯蔵施設、家畜排せ
つ物処理施設、農機具等導入などの整備を対象として、国・県
等の助成を受けて整備する。
　　本村では、18年から24年までの間で、総事業費約31億円ほ
どの整備計画があり、そのうちの5～ 10％を村が助成している。
　　本年度は、1法人、4個人経営者の牛舎、堆肥盤などの整備
を実施。

補 正 予 算

会　計 補　正　前 補　正　額 補　正　後 主　な　内　容

一般会計 143億 4604 万 2000 円 1億 9427 万 7000 円 145 億 4031 万 9000 円

※ 1 人材育成基金事業助成金
　６００万円

※2 社会福祉協議会補助金追加
４１６万円

地域介護・福祉空間整備事業
１００万円

障害者自立支援給付費追加
１３２０万円

重度心身障害者医療給付費
▲７００万円

乳幼児等健康診査委託料追加
　　　　　　４３０万円

市柳沼揚水ポンプ改修工事
６５０万円

※3 畜産担い手育成総合整備事業
負担金追加　　    １０７３万円
尾駮小学校庁用器具費追加

３６００万円

国民健康保険
（事業勘定）

12億 7992 万円 969 万 4000 円 12億 8961 万 4000 円

システム支援委託料追加
３０４万円

療養費等負担金追加  ２４２万円
国庫支出金返還金追加

４２３万円

介護保険 8億 6905 万 4000 円 3万 2000 円 8億 6908 万 6000 円 印刷製本費追加　　       ３万円

 ● ひと口メモ



4 月に開校する尾駮小学校

議会だより
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議 案 審 議
【
条
例
改
正
】

●
公
共
用
施
設
維
持
補
修

基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

村
の
公
共
施
設
の
維
持

補
修
に
要
す
る
財
源
に
充

て
る
た
め
の
預
金
に
つ
い

て
、
預
金
保
険
法
に
お
い
て

は
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
の
預
金
保
護
の
範
囲
が

１
０
０
０
万
円
と
さ
れ
て
い

る
が
、
保
護
さ
れ
な
い
残
り

の
預
金
額
に
つ
い
て
、
村
の

借
金
と
相
殺
で
き
る
よ
う
に

改
正
し
た
も
の
。

【
不
動
産
の
取
得
】

・
村
道
平
沼
高
瀬
川
線
道

路
改
良
の
た
め
、
土
地
を

取
得
し
た
も
の
。

　

所
在
地
：

平
沼
字
道
ノ
上
地
内

　

取
得
面
積
：

７
３
６
８
㎡

　

取
得
価
格
：

約
３
８
３
０
万
円

　

契
約
先
：

新
む
つ
小
川
原
株
式
会
社

・
村
道
原
々
種
農
場
弥
栄

平
線
整
備
の
た
め
、
土
地

を
取
得
し
た
も
の
。

　

所
在
地
：

　
　

尾
駮
字
二
又
地
内
お
よ

　

び
尾
駮
字
上
弥
栄
地
内

　

取
得
面
積
：

　
　

２
１
１
４
１
㎡

　

取
得
価
格
：

約
４
４
８
０
万
円

　

契
約
先
：

　
　

新
む
つ
小
川
原
株
式
会
社

　

お
よ
び
東
北
森
林
管
理
局

【
不
動
産
の
処
分
】

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北
地
区

の
土
地
を
処
分
し
た
も
の
。

　

所
在
地
：尾

駮
字
野
附
地
内

　

面
積
：

６
９
３
７
㎡

　

処
分
価
格
：

約
９
０
０
０
万
円

　

処
分
目
的
：

集
合
住
宅
建
設
用
地

　

契
約
先
：

む
つ
小
川
原
原
燃
興
産

株
式
会
社

【
変
更
契
約
】

　

昨
年
10
月
に
工
事
請
負
契

約
を
締
結
し
た
尾
駮
小
学
校

建
設
工
事
に
つ
い
て
、
基
礎

工
事
お
よ
び
土
工
事
の
数
量

を
精
査
し
た
結
果
、
契
約
金

額
に
変
更
が
生
じ
た
も
の
。

　

工
事
の
名
称
：

　
　

尾
駮
小
学
校
建
設

（
建
築
）
工
事

　

変
更
の
目
的
：

契
約
金
額
の
変
更

 　

変
更
前　10

億
５
８
４
０
万
円

　

変
更
後

10
億
３
８
８
２
万
５
9
０
０
円

　

契
約
の
相
手
：

　
　

岡
山
・
大
泉
・
浅
経
常

　
　

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者

　
　
　

株
式
会
社
岡
山
建
設

下
北
縦
貫
道
六
ヶ
所
Ｉ
Ｃ
に
接
続
の
村
道
整
備
の
た
め
約
４
５
０
０
万
で
土
地
取
得

12
月
定
例
会
で
は
、
1
件
の
条
例
の
一
部
改
正
と
議
決
を
必
要
と
す
る
4
件
の
契
約
お
よ
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
つ
い

て
審
議
し
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

区別 件　　　　　名 代　表　者　名 処理結果

陳情
非核三原則の法制化を求める意見書採択
について

青森県原爆被害者の会（青森ひばの会）
　　　　会長　白取　豊一

議員配布

陳情 ＴＰＰ交渉への参加阻止に関する陳情書
ゆうき青森農業協同組合

代表理事組合長　大関　政敏
議員配付

陳情
大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・
介護を求める陳情書

青森県医療労働組合連合会
執行委員長　山本　公行

議員配付

陳情 法務局職員の増員に関する陳情書

全法務省労働組合東北地方本部青森支部
執行委員長　木村　庫夫

同上青森支部十和田分会
分会長　大場　英雄

議員配付

要望 戸鎖小学校の跡地利用について 戸鎖自治会長　　　　　　　　　  髙田　直治 議員配布

要望
高水温による漁業不振に対する支援のお
願いについて

六ヶ所村三漁業協同組合協議会
会長　木村　常紀　他

採　　択

　◇◇陳情の処理結果◇◇



議会だより
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委 員 会

⑻

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
9
月

議
会
定
例
会
で
継
続
審
議
と

し
て
い
た
『
克
雪
ド
ー
ム(

屋

内
グ
ラ
ウ
ン
ド)

等
の
建
設
に

係
る
陳
情
書
』
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
11
月

19
日
に
、
む
つ
市
の
「
し
も
き

た
克
雪
ド
ー
ム
」
の
建
設
に
至

っ
た
基
本
的
な
考
え
方
、
建
設

工
事
の
概
要
、
建
設
後
の
管
理

運
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
行

っ
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
施

設
の
建
設
費
や
建
設
後
の
運

用
資
金
な
ど
、
将
来
的
な
財
政

負
担
に
つ
い
て
懸
念
す
る
意

見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
冬

期
間
に
お
け
る
村
民
の
健
康

増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

る
上
で
必
要
性
は
理
解
で
き

る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
も

の
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
へ
の
報
告
事

項
と
し
て
、(

仮
称)

総
合
医

療
福
祉
施
設
の
建
設
予
定
地

に
つ
い
て
、
村
民
の
利
便
性
の

向
上
や
患
者
の
緊
急
搬
送
な

ど
を
考
慮
し
、
尾
駮
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
北
地
区
の
東
側
隣
接
地

に
し
た
い
旨
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
広
域
的
な
医

療
体
制
の
中
で
の
位
置
づ
け

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど

に
つ
い
て
懸
念
す
る
意
見
や

村
の
医
療
体
制
の
充
実
の
た

め
、
医
師
確
保
を
大
前
提
と
し

て
、
広
域
的
な
医
療
と
区
分
し

て
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

◎
委
員
会
報
告

　

12
月
7
日
お
よ
び
8
日
に
行
わ
れ
た
各
委
員
会
の
審
議
事

項
を
ご
報
告
し
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
10
月

5
日
に
実
施
し
た
農
産
物
の

高
温
被
害
調
査
の
結
果
、
本
定

例
会
で
付
託
と
な
っ
た
『
高
水

温
に
よ
る
漁
業
不
振
に
対
す

る
支
援
に
係
る
要
望
に
つ
い

て
』、『
市
柳
沼
揚
水
ポ
ン
プ
』

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

1
件
目
の
農
産
物
の
高
温

被
害
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

年
末
に
か
け
て
の
市
場
価
格

の
推
移
や
野
菜
農
家
の
収
穫

作
業
を
見
守
り
な
が
ら
、
経
営

全
体
に
影
響
が
見
ら
れ
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
種
子
に
対
す
る

助
成
な
ど
を
講
ず
る
べ
き
で

あ
る
と
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、『
高
水
温
に
よ
る
漁

業
不
振
に
対
す
る
支
援
に
係

る
要
望
に
つ
い
て
』
は
、
村
内

の
定
置
網
お
よ
び
イ
カ
釣
り

は
、
11
月
は
平
年
を
上
回
る
漁

獲
量
・
漁
獲
高
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
の
結
果
次
第
で
は
、

平
年
並
み
の
水
揚
げ
も
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
終
盤
の
漁

獲
状
況
の
把
握
に
努
め
、
慎
重

に
精
査
す
る
と
と
も
に
、
来
年

度
か
ら
国
の
政
策
と
し
て
行

わ
れ
る
予
定
の
漁
業
所
得
補

償
制
度
の
導
入
も
見
極
め
つ

つ
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね

対
応
す
べ
き
も
の
し
、
要
望
書

は
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、『
市
柳
沼
揚
水
ポ

ン
プ
』
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

は
、
分
解
点
検
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
多
数
の
不
具
合
箇
所
が

判
明
し
、
さ
ら
に
、
昨
年
8
月

に
は
、
2
基
の
う
ち
1
基
が
不

具
合
の
た
め
揚
水
を
停
止
し

て
い
る
状
況
で
し
た
。
同
揚
水

施
設
は
、
村
内
最
大
の
水
田
作

付
面
積
で
あ
る
平
沼
字
道
ノ

上
地
区
全
域
を
補
う
重
要
な

施
設
で
あ
る
た
め
、
作
付
面
積

に
応
じ
た
揚
水
ポ
ン
プ
の
性

能
や
予
備
ポ
ン
プ
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
し
た

上
で
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
を

す
べ
き
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
常
任
委
員
会

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
所
管
事

務
調
査
の
一
環
と
し
て
、『
平
成

22
年
度
建
設
課
所
管
道
路
事
業
に

係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
』、
村

所
管
道
路
整
備
事
業
に
加
え
、
村

が
把
握
し
て
い
る
村
内
の
国
道
・

県
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
も
説

明
を
受
け
審
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
村
が
所
管

す
る
道
路
事
業
で
、
本
年
度
か
ら

3
年
程
度
で
計
画
し
て
い
る
生
活

道
路
の
簡
易
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
整
備

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
利
便
性

向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

各
自
治
会
と
連
携
を
密
に
し
、
継

続
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
し

ま
し
た
。

建
設
常
任
委
員
会

展望室から見た下北克雪ドーム内

不漁で実施が危ぶまれた六ヶ所産業まつりの鮭つかみどり

利便性向上のため簡易舗装を実施
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第 5回　臨時会

臨 時 会

　平成 22 年第 5回臨時会を 11 月 5日に開き、一般会計補正予算および契約案件について
審議し、2議案とも原案のとおり可決しました。

●一般会計補正予算

　県から、新型インフルエンザワクチン接種費用軽減事業

の実施に伴い、早急に実施する必要があり補正したもの。

　助成額は、18歳未満は全額、19歳から 64歳までは半額

助成、65歳以上は全額助成。

●契約案件

千歳平地区公民館増改修工事

契約金額　　　　６、９０９万円

契約の相手方　　北部経常建設共同企業体

区分 現行期末手当 改定期末手当 改定

職員 100 分の 145 100 分の 135 0.10 月

特別職 100 分の 160 100 分の 150 0.10 月

教育長 100 分の 160 100 分の 150 0.10 月

議員 100 分の 160 100 分の 150 0.10 月

第 6回　臨時会

職員・特別職・議員の期末手当を減額
                  各会計総額で 約 3000万円減額
●職員の給与に関する条例等の一部改正

　給料表を調整し、給与を平均 0.1% 減額する。さ

らに、期末手当を 0.1 カ月分減額するもの

●特別職の職員の給料等に関する条例の一部改正

●教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正

●議員報酬並びに費用弁償等に関する条例の一部改正

　3議案については、村長、副村長及び教育長並び

に議員の期末手当の支給割合を、0.1 カ月分減額す

るもの。

増改修工事中の千歳平地区公民館

期末手当の改定（12月支給分）

⑼

地域住民の利便性向上のため千歳平地区公民館の増改修工事に約 7千万、

新型インフルエンザワクチン接種に 約１６００万円助成

　平成 22年第 6回臨時会を 11月 24日に開き、人事院による民間企業との給与調査により、
公務員給与が民間を上回っていることから、本村も青森県人事委員会の勧告に従い、職員、
特別職、議員の給与条例の一部改正および給与改正に伴う各会計補正予算を審議し、すべて
原案のとおり可決しました。



要望事項に回答する木村副会長

原燃輸送が所有する輸送船

要望事項に回答する鈴木理事長

要望事項に回答する永松社長

一 般 質 問

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE

委員会レポート
9 月 14 日に、村長に同行し 2特別委員会が同行し、関係機関に要望活動を行いました。要望内容と回答は次のとおりです。

委 員 会

行政と一体で関係機関に要望
電事連には、輸送船の母校化実現を追加

【電気事業連合会への要望】

原子燃料サイクル事業の着実な推進と地域振興
策に取り組んでほしい。

　六ヶ所村の皆さまの

ご信頼をいただけるよ

う、地域振興の協力に

ついて、誠意をもって

対応していきたい。

プルサーマル計画の着実な実施に向け、
電力業界挙げて最大限の努力をしてほしい。

　プルサーマル計画の達成に向けて、電気事業者が、青

森県、六ヶ所村の皆さまからいただいている期待と信頼

を裏切らないよう、最大限の努力を傾注していく所存で

ある。

原子力関連企業や研究機関等の村内立地に向け
て一層の支援策を講じてほしい。

　新たな事業分野にチャレンジする企業の育成に向けた

日本原燃㈱の取り組みに対し、引き続き支援をしていく。

原子力に関する人材育成に、なお一層取り組んでほしい。

　日本原燃㈱では、協力会社の方々に対し、保安規定に基

づく教育をはじめ、トラブルの未然防止等に取り組んでい

るため、日本原燃㈱の取り組みを引き続き支援していく。

むつ小川原港を原燃輸送株式会社が所有する輸
送船の母港にしてほしい。

　将来、使用済燃料の

輸送量の増加や発電所

向け MOX 燃料の輸送

等が予定され全体の輸

送量の増加が見込まれ

るなど、現状の岸壁使

用だけでは立ち行かなく

なることが予想されることから、電事連、日本原燃㈱お

よび原燃輸送㈱が協力しながら、むつ小川原港の最適な

利用方法について協議し、改善を図ってまいりたい。

【新むつ小川原㈱への要望】

企業・研究機関等の誘致に欠くことのできない
各種インフラ整備の支援を講じてほしい。
　インフラ整備については、全面的に支援してまいりた

いし要望活動も進めてまいりたい。

旧 B住区である千歳平北地区への各種機能の
早期導入展開を図っていただきたい。

　B住区は、進出した企業の職員の住宅を整備しようと

いうのが最初の構想であり、旧計画が変更されないま

まだったが、よう

やく用途が変更さ

れ、弾力的に使え

るようになった。

　すぐにというこ

とにはいかない

が、進出した企業

の住居ということ

にかかわらず、もっ

と幅広く弾力的に考えてまいりたい。

貴社の土地を村が購入する場合、
安価で提供するよう特段の配慮をしてほしい。

　土地の価格は、国の基本方針に基づいて設定されたも

ので現在もそれを踏襲している。できるだけ、公共用地

を安く提供できるよう努力していきたい。

【日本原子力研究開発機構への要望】

国際文化交流の推進を図り、国際感覚を有する
人材育成に協力してほしい。
研究者、技術者との交流機会を増やし、芸術、
文化、教育レベルの向上に支援してほしい。

　村内在住の外

国人研究者は、

六ヶ所村主催の

交流会に参加し

たり、研究者自

身の趣味を活か

しサークルなど

に加入したりし

ている。一方で、

自ら料理教室などを開設するなど、研究者自身も交流の

場を持っていると伺っているところで、よい雰囲気で進

展している印象をもっている。

　今後とも、国際文化交流の推進を図ってまいりたい。

外国研究者の村内への招聘を積極的に図ってい
ただきたい。

　今後、欧州とも調整していくことになるが、高性能計

算機や加速器の搬入据付運転に必要な外国人研究者や、

技術者などが増加していくものと期待している。

 一人でも多くの研究者などが、村内に居住することを

望んでいるので、文部科学省と協力し、各種国際会議な

どにおいて要請をしてまいりたい。

⑽第15号



サミット開会宣言

議員研修に出席した講師陣

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE第15号

　

22
年
11
月
16
・
17
日
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

た
第
７
回
全
国
原
子
力
発
電

所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
に
、

村
議
会
は
、
橋
本
喜
代
二
議

員
、
岡
山
勝
廣
議
員
、
髙
橋

文
雄
議
員
、
古
泊
宏
議
員
、

鳥
山
義
隆
議
員
の
５
人
の
議

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
原

子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議

会
議
長
会
が
２
年
に
１
回
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
、『
我
が
国
に
お
け
る
原

子
力
政
策
〜
立
地
地
域
の
安

全
・
安
心
と
振
興
〜
』
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
、国
関
係
者
・

国
会
議
員
、
約
４
８
０
人
の

議
員
は
じ
め
関
係
者
の
参
加

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
同
議
長

会
長
の
斎
木
柏
崎
市
議
会
議

長
は
「
立
地
市
町
村
に
お
い

て
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ

つ
も
、
安
全
・
安
心
の
確

保
、
国
や
事
業
者
に
対
す
る

信
頼
の
確
立
が
強
く
求
め
ら

れ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

原
子
力
立
地
・
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
産
業
課
の
森
本
課
長
が

『
我
が
国
の
原
子
力
政
策
』

と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、『
原
子
力
発
電
の

評
価
お
よ
び
今
後
』、『
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
と
プ
ル
サ
ー
マ

ル
』、『
地
域
共
生
と
地
域
振

興
』、『
原
子
力
発
電
所
の
安

全
・
安
心
と
防
災
』、『
原
子

力
政
策
の
推
進
と
安
全
規
制
』

の
５
分
科
会
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
国
が
立
地
自

治
体
・
住
民
と
対
話
す
る
こ

と
で
原
子
力
政
策
へ
の
理
解

を
深
め
る
な
ど
、
全
面
に
立

っ
て
国
民
に
働
き
か
け
て
ほ

し
い
」
と
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
が

さ
れ
、
今
年
度
で
期
限
切
れ

と
な
る
「
原
子
力
発
電
施
設

等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
の
延
長
を

求
め
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、『
我
が
国
の

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
技
術

開
発
の
現
状
に
つ
い
て
』
と

題
し
、（
独
）
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
の
執
行
役
で

東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所

長
兼
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
技
術

開
発
部
門
長
を
し
て
い
る
市

村
敏
夫
氏
を
招
き
、
議
員
全

員
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
同
機
構

の
鈴
木
青
森
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
所
長
は
、
六
ヶ
所
村
で

進
め
れ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

関
連
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
説
明
。
引
き
続
き
、
村

民
の
ご
協
力
の
も
と
、
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
村
講
師
の
講
義
で
は
、

国
内
の
原
子
力
を
取
り
巻
く

現
状
に
加
え
、
高
速
増
殖
炉

の
実
用
化
、
第
二
再
処
理
工

場
の
動
向
、
廃
棄
物
処
分
な

ど
の
研
究
状
況
や
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
の
取
り
組

み
を
紹
介
。
議
員
か
ら
は
、

「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
が
遅
れ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
六
ヶ
所

村
で
行
っ
て
い
る
研
究
に
は

影
響
な
い
の
か
」、「
レ
ア
メ

タ
ル
の
回
収
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
環
境
負
荷
低
減
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」、

「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
計
画
し
て
い

る
地
層
処
分
計
画
と
照
ら
し

て
、
地
層
処
分
に
関
わ
る
研

究
開
発
は
間
に
合
う
の
か
」

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
村
は
、
原
子
燃
料
サ
イ

ク
ル
施
設
や
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
関
連

施
設
の
将
来
が
、
村
の
財

政
、
発
展
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
議
会
と
し
て
も
原
子

力
に
関
す
る
研
究
状
況
を
注

視
し
、
今
回
の
研
修
内
容
を

今
後
の
議
会
活
動
に
役
立
て

て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
原
発
サ
ミ
ッ
ト
で
意
見
交
換

　
　

東
京
に
立
地
地
域
議
員  

４
８
０
人
が
集
結

 議員派遣

⑾

将
来
の
村
の
発
展
の
た
め
、

　
　

全
議
員
で
原
子
力
技
術
の
研
究
状
況
を
研
修



一 般 質 問

議会だより
六ヶ所村
ROKKASHO VILLAGE 第15号

議会も応援します 

３月１日 

３月２日 

３月３日 

３月４日 

３月５日 

３月６日 

３月７日 

３月８日 

３月９日 

３月10日

３月11日 

開会、提出議案上程・説明、委員会付託 

議案調査 

常任委員会※1 

特別委員会※2 

 

 

議案調査 

一般質問 

議案調査 

議案審議 

議案審議、委員長報告、閉会 

 

日　程 月　日 曜 区　　　分 会　　　議　　　内　　　容 

3月定例会会期日程（案） 

※１ 農林水産常任委員会　10時00分～　建設常任委員会　13時30分～　総務教育常任委員会　15時30分～ 
※２ 新むつ小川原開発対策特別委員会　10時00分～　原子燃料サイクル施設対策特別委員会　13時30分～　 
　議会の日程は、変更されることがあります。 

第１日目 

第２日目 

第３日目 

第４日目 

第５日目 

第６日目 

第７日目 

第８日目 

第９日目 

第10日目 

第11日目 

本会議（午前10時） 

休会 

休会 

休会 

休日休会 

休日休会 

休会 

本会議（午前10時） 

休会 

本会議（午前10時） 

本会議（午前10時） 

火 

水

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

議会を監視するのは『あなた』です。 
12月定例会の傍聴人は28人でした。 
あなたも議会の傍聴をしませんか。 
傍聴は村政を知る良い機会です。 
定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。 
臨時会は必要に応じて開催されます。 
詳しくは議会事務局 72－2111（内線411または412）へ 
問い合わせてください。 
 

編 集 後 記 
　平成19年10月に待望の議会広報の発刊を実現し、これまで村
議会広報委員として、村民の皆さまに議会活動に理解を深め関心
をもっていただくことを念頭に、村議会の活動状況を幅広くお知
らせしてまいりました。 
　本誌の発行にあたり、ご意見などをお寄せいただきました方々
に深く感謝を申し上げますとともに、引き続き、村民の皆様のご
指導を賜りながら本誌の充実に努めてまいりたいと考えており
ますので、ご支援・ご指導を賜りますようお願いします。 
　　広報委員長　　橋本　　勲 
　　同副委員長　　岡山　勝廣 
　　同　委　員　　 橋　文雄　　古泊　　宏　　鳥山　義隆 
 

青森県少年サッカー大会優勝メンバー 

　泊サッカースポーツ少年団と尾駮サッカー

スポーツ少年団は、平成18年４月に、団員不足

の解消と競技力向上を目指し、『六ヶ所ＦＣ』を

設立。本年度で５周年を迎えました。 

　設立１年目で、地区予選を勝ち抜き県大会出

場を果たすと、これを機に、全ての大会に六ヶ

所ＦＣとして出場するようになりました。 

　合同チームとしては、常に県大会出場を果た

してきました。しかし、練習場の確保・合同練習

のための移動手段など問題が山積みだったため、 

会員・保護者・指導者が一体となり「村内のサッカー好きな少年・少女のために」を合言葉に１つ１つ問題を解決。

現在は、たくさんの方々の協力を得て、大石運動公園で週２回の合同練習を行っています。 

　本年度は、青森県少年サッカー大会で優勝。また、同ＯＢの活躍もめざましく泊中学校・第一中学校の合同チー

ムが中体連新人戦で県大会出場、六ヶ所ＦＣ１期生の石久保徹君は、青森県高等学校サッカー新人大会準優勝チ

ームの野辺地西高等学校の一員として活躍するなど輝かしい成績を収めています。 

　同FCは、今後、既存の競技力を堅持しつつ、チームを取り巻く環境の充実を図りながら、村内全域のサッカーに

興味がある児童を集め、サッカー競技者の拡大を目指していきます。また、サッカーを通じて、礼儀正しく思いや

りのある選手の育成にも努めていきます。 

入会に関するお問い合わせ先　代表　中村　憲光　☎ 090－1490－9804 
このコーナーでは、村内のスポーツ、芸術などさまざまな活動をご紹介していきます。掲載を希望される方は、議

会事務局まで連絡ください。 

六ヶ所FC
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ROKKASHO  VILLAGE 発行日／平成23年2月28日 
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本年４月29日に任期満了を迎える議員一同 

発行／六ヶ所村議会 

編集／六ヶ所村議会広報委員会 

〒039-3212
青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附475 六ヶ所村ホームページ 

http://www.rokkasho.jp/TEL 0175-72-2111   FAX 0175-72-4127

　一般質問  村のここをどうする 

　市柳沼揚水ポンプ改修に６５０万、尾駮小学校新校舎への備品購入に３６００万円等を追加 

　下北縦貫道六ヶ所IC接続の村道整備のため約４５００万で土地取得 

第5・6回臨時会 

委員会レポート 

『議会も応援します』六ヶ所ＦＣ・３月定例会開催予定 
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